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父
の
単
身
赴
任
を
通
し
て

桜ヶ丘中学校 1 年

西
に し だ

田 天
た か と

翔 さん

　青少年育成鳥取市民会議では、青少年の健全育成には「家庭」の役割が重要であるという考えから、
毎月第3日曜日を「家庭の日」と定め、啓発に努めています。その一環として、昭和57年から毎年、
小中学生を対象に家庭に関する作文コンクールを行っています。平成29年度は、243点の応募があ
りました（入賞者は2月号に掲載）。その中から、最優秀賞に選ばれた作文を紹介します。
　問 第二庁舎生涯学習・スポーツ課  0857-20-3362 0857-20-3364

家庭は子どもの人間形成の基盤です
　家庭は、子どもに憩いと安らぎを与え
る場であり、人生に大切な「ものの見方」・

「考え方」・「行動のしかた」（基本的生活
習慣）を身につけさせる場です。
　家族の団らんや家族そろっての行事な
どの体験を通して、子どもたちを心豊か
にたくましく育てましょう。
　善悪の判断や社会のルール、社会生活
のマナーやエチケットは、幼児期から家
庭でしっかり教え（しつけ）ましょう。
　子どものしつけは、親の義務です。

　

僕
の
父
は
警
察
官
で
す
。
責
任

あ
る
市
民
を
守
る
大
切
な
仕
事
を

し
て
い
る
父
は
、
本
当
に
男
ら
し

く
て
、
い
つ
も
力
強
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ん
な
父
は
、

僕
が
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
間
、
単
身
赴
任
を
し
て
い
ま

し
た
。
仕
事
を
し
て
い
た
母
は
、

ま
だ
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
弟
二

人
と
僕
と
の
四
人
で
の
生
活
を
選

択
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
僕
が
四
年
生
の
時
、
少

し
で
も
家
の
役
に
立
と
う
と
思
っ

て
始
め
た
の
が
風
呂
掃
除
で
す
。

最
初
は
、「
き
た
な
い
な
」
と
思

う
掃
除
も
、
徐
々
に
「
み
ん
な
に

一
日
の
疲
れ
を
と
っ
て
も
ら
お

う
」
と
思
い
掃
除
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
食
事
の

後
の
机
ふ
き
や
食
器
洗
い
も
進
ん

で
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
父
の
こ
ん
な
一
言

に
あ
り
ま
し
た
。

「
今
、
こ
の
家
の
中
で
一
番
頼
り

に
な
る
男
は
、
天
翔
だ
ぞ
。
お

母
さ
ん
を
助
け
て
や
れ
よ
。」

父
の
分
ま
で
母
や
弟
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
と
い
う
思
い
が
、
そ
う

い
う
行
動
と
し
て
現
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
父
が
単
身
赴
任
を
終

え
た
今
で
も
、
風
呂
掃
除
は
、
僕

の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

父
は
、
単
身
赴
任
中
も
学
校
行

事
に
は
、
翌
日
が
仕
事
で
も
必
ず

都
合
を
つ
け
て
帰
っ
て
来
て
く
れ

ま
し
た
。
片
道
二
時
間
以
上
も
す

る
距
離
を
、
家
族
の
喜
ぶ
顔
と
僕

た
ち
子
ど
も
の
成
長
を
楽
し
み
に

帰
っ
て
来
て
く
れ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
家
族
五
人
で
囲
む

食
事
は
本
当
に
う
れ
し
く
、
父

と
触
れ
合
え
る
短
い
時
間
を
ど
の

よ
う
に
有
効
に
使
お
う
か
と
、
一

生
懸
命
に
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
父
の
単
身
赴

任
先
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
方

に
、

「
天
翔
の
お
父
さ
ん
は
本
当
に
立

派
な
警
察
官
だ
。
そ
し
て
、
家

族
思
い
の
立
派
な
父
親
だ
ぞ
。」

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

四
年
生
だ
っ
た
僕
は
、
そ
の
言
葉

の
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
今
は
よ
く
理
解
で

き
ま
す
。
父
が
そ
の
地
域
で
一
生

懸
命
仕
事
を
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
、
常
に
僕
た
ち

家
族
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
仕

事
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

父
の
い
な
か
っ
た
三
年
間
、
振

り
返
る
と
や
は
り
寂
し
か
っ
た
思

い
の
方
が
強
く
、「
父
が
今
い
て

く
れ
た
ら
」
と
、
父
の
存
在
の
大

き
さ
に
気
付
く
場
面
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
家
族
の
中

で
自
分
の
役
割
や
存
在
価
値
を
認

識
で
き
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

今
は
思
い
ま
す
。
母
の
助
け
に
な

ろ
う
と
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
見

つ
け
て
実
行
し
た
り
、
弟
の
世
話

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た

三
年
間
は
、
き
っ
と
今
の
中
学
校

生
活
や
こ
れ
か
ら
進
む
学
校
生

活
、
自
分
の
決
め
た
社
会
人
生
活

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

単
身
赴
任
を
終
え
た
父
は
、
今

ま
で
の
三
年
間
を
取
り
戻
す
か
の

よ
う
に
、
僕
と
よ
く
話
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
父
は
、

「
天
翔
に
何
が
あ
っ
て
も
一
番
の

味
方
だ
。
そ
し
て
、
必
ず
守
っ

て
や
る
。」

と
、
言
い
ま
す
。
僕
は
、
父
の
そ

の
言
葉
を
信
じ
て
安
心
し
て
生
活

で
き
て
い
ま
す
。
日
々
そ
の
こ
と

に
感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
か
父
の
よ
う
な
人

間
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

毎月第３日曜日は「家庭の日」「家庭の日」
作文コンクール 鳥取県東部地域の

公共交通を利用しましょう！（その２）
問 本庁舎交通政策課   0857-20-3257  0857-20-3048

 鳥取県東部地域公共交通活性化協議会（鳥取県地域振興部交通政策課内）  0857-26-7100  0857-26-8107

◎便利なバス検索システム「バスネット」
　鳥取大学が開発した「バスネット」（https://www.
ikisaki.jp/）は携帯電話やパソコン、スマートフォンで
手軽に利用できる路線バス・鉄道の検索システムです。
経路検索や乗換の情報を表示するだけではなく、バス
ロケーションシステムによって路線バスの現在位置を
表示できます。県内のバス会社と連携しているのでリ
アルタイムのバスの時刻がわかり、非常に便利です！

　鳥取県東部地域（鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町）では、公共交通の利用促進のためさまざ
まな取り組みを実施しています。みなさんに便利で役に立つ情報をご紹介します。

◎みんなにやさしい乗り物「ＵＤタクシー」
　「ＵＤタクシー」は、健康な人はもちろん、
足腰の弱い人や車いす使用者、ベビーカーを
利用する人、妊娠中の人など誰もが利用しや
すい一般のタクシーです。黄色い車体の「UD
タクシー」は、鳥取県内では新たな公共交通
として平成28年度から導入されています！

■鳥取市の取り組み
　本市では、路線バスや乗合タクシーの運行経
費の一部を支援するなど、市民の生活交通の確
保に努めています。
　人口減少や高齢化の急速な進展などにより、
これら公共交通機関の利用者は年々減少傾向に
ありますが、反面、生活交通としての役割は年々
大きくなっています。
　このように、ますます重要となる生活交通の
維持・確保・充実に向けて、市民のみなさんの
これまで以上の積極的な利用をお願いします。

多くの人が公共交通を
利用しやすくなる環境づくり
に取り組んでいきます。
ぜひ、この機会に公共交通
を利用してみましょう！

■東部地域の公共交通利用促進のための取り組み

◎路線バスのお得な乗車券
　日ノ丸自動車と日本交通の路線バスが利用
できる「グランド70（70歳以上限定定期券）」
など、高齢者を対象にしたお得な定期券を販
売しています。
　また、「鳥取藩のりあいばす乗放題手形」は
3日間県内の路線バスが『乗り放題』になる
ので観光などでバスを使われる人にとっては
おすすめです！

▲グランド70（シルバー定期券）
▲鳥取藩のりあいばす乗放題手形
※手形のデザインは随時変更になります

詳細は県内の各バス会社までお問い合わせください！
　日本交通株式会社　　　  0857-23-1122
　日ノ丸自動車株式会社　  0857-22-5155

携帯やスマホで簡単に
経路検索ができます！

バスが今どこにいるの
かがわかります！

大きな荷物も運べます！ 車いすの人も安心して
ご利用いただけます！


